
■日産スタジアムのフィールド構造と地温制御システム
日産スタジアムは、豪雨時には多目的遊水地としてスタジアムの

人工地盤下の空間が利用される仕組みになっています。

このことから、フィールド部分は人工地盤の上に構成されており、

通常の地盤と異なり、上からも下からも外気温の影響を受けること

になります。その結果、芝生地盤は気温による影響を受けやすい

特殊な性状となっています。

そこで、冬には芝生面下 30cmにはりめぐらされた温水配管に温水

を流す地温制御システムを利用して、下部からの冷却を防ぐことが

可能となっています。
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